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                                     平成３１年３月２９日 
１ 本会事業のご案内     

◆職員の出前（相談及び各種手続き） 

   各支部が開催する総会等に事務局職員が会場に出向き、駐車禁止除外指定車申請、ジパング倶楽部の 

 申込及び各種の福祉相談等を行っております。 

  派遣を希望する場合は、事務局までご連絡いただきますようお願いいたします。 

２ スポーツ事業のご案内 

 ◆岐阜県障害者スポーツ大会春大会（兼選手選考会）の実施について【県障害者スポーツ協会】 

  標記大会を、４月から５月にかけて競技毎に開催されます。 

  この大会は、県内障がい者の交流や競技を楽しむことにより社会参加が促進されることを目的として開

催し、個人競技については、１０月に開催される第１９回全国障害者スポーツ大会（いきいき茨城ゆめ大

会）の県代表選手の選考（ボッチャを除く）を兼ね、団体競技については、「北信越・東海ブロック予選

会」へ出場する県代表チームの選考を兼ねて開催します。 

一人でも多くの方にご参加いただきますよう、貴支部内にご周知方お願いいたします。 

  各競技の開催期日等は以下のとおりです。 

  期日      競 技 名          開 催 場 所     申 込 期 日  

  ４月２０日（土）グランドソフトボール競技 岐阜市：岐阜盲学校 ４月１２日（金） 
  ４月２１日（日）バレーボール競技（聴覚） 山県市：山県市総合体育館 ４月１２日（金） 
  ４月２１日（日）車椅子バスケットボール競技 岐阜市：岐阜市南部体育館 ４月１２日（金） 
  ５月１２日（日）水泳競技 岐阜市：岐阜県福祉友愛プール ４月１９日（金） 
  ５月１２日（日）卓球競技 岐阜市：岐阜メモリアルセンター ４月１９日（金） 
  ５月１８日（土）アーチェリー競技 関 市：中池公園アーチェリー場 ４月２６日（金） 
  ６月 ２日（日）陸上競技 岐阜市：岐阜メモリアルセンター陸上競技場 
  ６月 ２日（日）フライングディスク競技 岐阜市：岐阜メモリアルセンター補助競技場 
  ６月３０日（日）ボッチャ 岐阜市：岐阜県福祉友愛アリーナ ６月 ７日（金） 

  注）陸上・フライングディスクは、 昨秋の各地区体育大会成績を基に選手が決定しています。 
   ※この他にも、知的障がい者を対象にしたボウリング及びバスケットボール、バレーボール、ソフトボー 

    ル、フットベースボール、サッカー並びに精神障がい者を対象としたバレーボール等も開催されます。 

３ 今後の主な日程（５月） 

  5 月 14 日(火) 正副会長会                 岐 阜 市：県福祉農業会館 ５南会議室 

    16 日(木) 婦人の会正副ブロック長会・委員会     岐 阜 市：県福祉農業会館 ６階研修室 

    17 日(金) 理事会                    岐 阜 市：県福祉農業会館 ６階研修室 

    19 日(日) 青壮年部大会                 加 茂 郡：坂祝町中央公民館 

     23 日(木) 第 54 回日本身体障害者福祉大会あきた大会 秋 田 市：県立武道館 

    31 日(金) 評議員会                   岐 阜 市：県福祉農業会館 ６階研修室 

    31 日(金) 岐阜県身体障害者相談員連絡協議会委員会  岐 阜 市：県福祉農業会館 ６階研修室 

   ※岐阜県障害者スポーツ大会春大会の日程は、上記２を参照 



 

 

問い合わせ先  岐阜県身体障害者福祉協会 Tel 058－273－1111 （内線 2534･2535･2543･2544） 

岐阜県障害者スポーツ協会 Tel 058－273－1111 （内線 2540～2542） 

Fax 058－273－9308 （両協会共用） 

とぴっくす 

 日本身体障害者団体連合会（以下、日身連）では、平成 31（2019）年 1月 30 日に開催されたユニ

バーサル社会推進議員連盟（会長：石破茂衆議院議員）に対し、改正バリアフリー法･ユニバーサル

社会実現推進法･平成 31年度予算などに関して、以下のとおり要望書を提出しました。 

 

要 望 書 

 日頃より障害者福祉の向上にむけご尽力いただき深く感謝申し上げます。 

 障害者権利条約の締約国として、障害を理由に分けへだてられることなく、誰もが安心してくらせる共生社

会の実現にむけ、さらなるご尽力をいただけますようお願い申し上げます。そして、2020 年のオリンピック・

パラリンピック東京大会を契機として一層の障害及び障害者に対する理解啓発の促進が図られますよう、官民

一体となった取組の促進を含め、特段のご配慮をいただけますことを要望いたします。 

１．改正バリアフリー法及び関連施策について 

 障害者権利条約（第９条施設及びサービス等の利用の容易さ及び第２０条個人の移動を容易にすること）を

反映した施策の推進としていただきたい。 

 また、バリアフリー施策の検討・評価にあたり、障害者等が自ら参画し、その視点を施策に反映させること

が重要として設置された評価会議においては有益な検討が行えるよう環境を整えていただくとともに、地方に

おいても同様の仕組が義務づけられるよう図っていただきたい。 

２．ユニバーサル社会実現推進法について 

 本法により諸施策の全体像が国民に見える形になるとともに、施策の実施段階において障害者や高齢者等の

意見が反映されることは大変重要な点であると考えます。加えて、2020 オリンピック・パラリンピック東京大

会以降をも見据えたユニバーサル社会として、総合的かつ一体的に取組んでいただきたい。また、諸施策が都

市部と地方部で格差なく実行されることが肝要であることから、地域の特性を踏まえつつ、地方公共団体にお

いてもその責務が遂行されるための財政上の措置を講じていただきたい。 

 また、ユニバーサル社会推進会議をすすめるにおいて、障害者権利条約を踏まえ、障害者を積極的に関与さ

せる仕組みを講じていただきたい。 

３．平成３１年度予算案について 

 ユニバーサルデザイン 2020 行動計画の完全実施に向け一層の取組強化を図っていただくとともに、障害者参

画の重要性を捉え充分な協議検討が行える環境を講じていただきたい。また、都市部だけでなく地方部への波

及が求められることから、例えば評価会議の地方版といったことの仕組みを作っていただきたい。 

 そして、東日本大震災以降、熊本、大阪、北海道の大規模地震や豪雨大雪等の大規模災害による被災障害者

等の対応や防災減災に向けた地域の取組に係る地方自治体への指導を含め、取り組んでいただきたい。 

                     ※日身連 HPより転記 http://www.nissinren.or.jp/ 

 


